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3  成果報告（令和 3 年度） 

3.1  教育プログラム（カリキュラム及び教材開発） 

起業家養成の教育プログラムは、マネジメント・マーケティング・ファイナンス等の融合型プログラム

であり、当教育プログラムのための新設科目（講義 5科目、事例研究・PBL 2科目）から構成される。

教育プログラムの体系を以下に示す。 

3.1.1  修得すべき知識 

今後期待される人財像として、自ら新しい事業を創出できるイノベーション高度人財が挙げられて

いる。しかしながら、イノベーションを創出する起業家輩出の障壁として、2017 年度中小企業白書か

らは、「経営知識の不足」「資金方法の目処がつかない」「事業化の方法がわからない」などが挙げら

れている。本プログラムは、それら起業を阻む壁に対し、処方箋となる以下カリキュラムを提供する。

具体的にはイノベーション、マネジメント、マーケティング、ファイナンスなどに関する基礎知識と、ケ

ースならびに PBLによる実践知識を提供する。 

• 経営知識修得のためのマーケティング、イノベーション、マネジメントの基礎科目群 

• 資金調達知識修得のためのファイナンス基礎科目 

• 地域における業務知識・現状・課題修得のための福知山経済事情科目 

• 事業構築など実践知識修得のための事例研究型、PBL型科目 

3.1.2  教育内容（授業科目等）、教育方法 

本教育プログラムのカリキュラムは、以下の 3 段階から構成される。授業科目一覧は表 2、3 を参

照されたい。 

• 基礎科目の講義・演習型科目 3 科目以上（必修である福知山経済事情を除き、2 科目以上

を選択必修） 

起業家に必要とされる知識・スキルの修得 

• 事例研究型科目 1科目（必修） 

事業開発手法の修得 

• PBL（Project Based Learning）型科目 1科目（必修） 

現実の課題に対する問題解決・事業開発のプロジェクトの実行  

本カリキュラムでは、基礎科目において起業家としての知識・スキルと、地域の課題等を講義・演

習型科目で学ぶ。次に、事例研究型科目で事業開発手法を学ぶ。最終段階では、PBL 型科目で、

現実の課題に対する問題解決・事業開発のプロジェクトを実行する。当教育プログラムの履修の流

れを図 1で示す。 
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図 1: 履修の流れ 

《基礎科目: 講義・演習型科目》 

基礎科目では、起業家に必要とされる知識・スキルの修得のため、講義・演習型 5 科目を設定す

る。 

• 〈選択型カリキュラム〉 

社会人受講生は、既に修得している知識・スキル、現在までのキャリア、そして目標（アントレ

プレナー、イントレプレナー、事業承継等）も様々である。本プログラムでは、全ての科目を固

定の必修とするのではなく、各受講生のキャリアプランに応じて必要とされる知識・スキルを

修得できるように、基礎科目群から選択履修可能な仕組みとしている。 

• 〈学修効果を高める教育手法〉 

単に知識の修得だけではなく、実際に業務で活用できる事例に基づいた講義・演習・グルー

プワークによる反復学修を、科目別に最も適した構成で取り込んだ教育手法を採用する。 

《事例研究型科目》 

実践事業デザイン特論では、ケーススタディ、ケースメソッド等の手法を用い、本プログラムにて独

自開発した教材によって事業開発手法を学ぶ。 

• 〈PBL型教育を意識した独自教材〉 

本科目では、本プログラムにて開発した独自教材の事例に基づいて、（フェーズ 1）受講生に

よる事前準備、（フェーズ 2）小グループでのグループディスカッション、（フェーズ 3）クラスデ

ィスカッションという流れで授業を展開する。事例に対する要因分析から、問題解決のスキル

を駆使して戦略立案することを経験し、PBL型教育に対する準備とする。 

《PBL 型科目》 

本科目では、地域現状等から課題を抽出し、問題解決・事業開発のプロジェクトを実行する。実践

プロジェクトを体験することで、知識・スキルの活用経験を蓄積し実践知識を修得する。 

• 〈実証経験〉 

各 PBLチームは、立案したプロジェクトについて、クラウドファンディング、イベント開催などの
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方法により、実現可能性を検証する。この実証経験を通じてプロジェクト可否判断能力を養

い、仮説検証のフィードバックプロセスを修得する。なお、各 PBL チームには複数名の講師

が指導にあたる。 

• 〈プロジェクト管理〉 

本プログラム PBL では、プロジェクト計画を作成し、計画的に作業したり、計画を修正したり

することによってプロジェクト管理を体験する。 

 

表 2に、当プログラムの新設科目の概要、表 3に、当プログラムの授業科目一覧を示す。 

 

表 2 新設科目の概要 

授業科目名 英語 担当教員 内容 

福知山経済

事情 

Fukuchiyama 

Economic 

Situation  

亀井省吾 活躍する行政、経営者、支援団体のマネジメント

らを講師に招き、オムニバス形式で広く福知山の

経済事情を学ぶ。行政の政策や地域企業の戦

略、スタートアップの現状と課題について学ぶ。 

地域マネジメ

ント特論 

Regional 

Management 

System 

板倉宏昭 経営学に関する基本的な概念を理解し、経営や

地域ビジネスに関する関⼼を深める。経営学と地

域ビジネスに関わる基本的な考え⽅を検討する

ことで、これらの理論が、実務においてどのように

有効か、実務に照らして検証する。 

ベンチャーフ

ァイナンス特

論 

Venture 

Finance 

三好祐輔 

亀井省吾 
企業が起業から事業成⻑する過程で、どのような

資⾦調達⼿段があり、資⾦提供を受けるにはど

のような要件を満たす必要があるかを学ぶ。本講

義ではアントレプレナー・ファイナンスにおける

様々な論点を概観し、基礎的素養を習得するこ

とを⽬的とする。 

企業イノベー

ション特論 

Innovation 城裕昭 

 

イノベーションの本質を理解する。には、自社が

持つヒト･モノ･カネ･情報などの経営資源や知的

資産など知財も合わせ、現状を理解しながら実

際に絵を描いていくことが重要である。新しい知

識を増やしながら、ツールやフレームワークを活

用して、イノベーションしていくための道筋を探っ

ていく。 

マーケティン

グ特論 

Marketing 鈴木宏幸 スタートアップに必要なマーケティングの視点・分

析・検討留意点・策定等について、実際の課題

解決に活用できる実践的な知見の修得を⽬指

す。顧客視点に基づき、事業環境分析やマーケ

ティング戦略をデザインすることを事例やミニケ

ースも活用しながら学ぶ。加えて、最新のデジタ

ルマーケティングについて入門的な理解を図る。 



 21 

実践事業デ

ザイン特論 

Business 

Design 

亀井省吾 

鈴木宏幸 

城裕昭 

アドバイザ

ー講師 

先端的な事業開発の事例（ケース）を研究する。

事例を理解することを通じて、その業界における

課題を認識し、その課題に挑む事業マネジメント

を擬似経験する。どのような課題があるかを明確

にした上で、ソリューション（解）をチームで発案、

検討し、結果をプレゼンテーションする。 

実践事業創

造特論 

Project Based 

Learning  

亀井省吾 

鈴木宏幸 

城 裕昭 

石丸亜矢子 

アドバイザ

ー講師 

プログラム最終段階として、現実の課題に対する

課題解決やソリューションを具現化すべく事業開

発のプロジェクトを実⾏する。知識・スキルの活⽤

経験を蓄積し、実際に活⽤できるように錬成を重

ねるために、 PBL型の演習授業を⾏う。 

 

表 3 授業科目一覧 

種類 科目名 授業時間数 

基礎 

福知山経済事情 12 

地域マネジメント特論 12 

ベンチャーファイナンス特論 12 

企業イノベーション特論 12 

マーケティング特論 12 

事例 

研究 

実践事業デザイン特論 
12 

PBL 実践事業創造特論 12 

3.1.3  授業期間 

本プログラムは 8 月に始まり、翌年 3 月に終わる。授業期間は、概ね以下の通りである。授業は社

会人受講を考慮し、平日夜間（18:30〜20:00）と土日昼間（8:50〜16:00）に開講している。 

• 福知山経済事情：8月から 11月下旬までの 8回 

• 基礎科目（福知山経済事情除く）：8月から 9月中旬までの 8回 

• 実践事業デザイン特論：10月初旬から 11月初旬までの 8回 

• 実践事業創造特論：11月下旬から 2月初旬までの 8回＊ 

＊ 3月に PBL成果報告会実施 

また、欠席者への授業録画等の仕組みを活用した。 

3.1.4  履修資格 

高等学校を卒業した者、またはこれに準ずる者で、小論文による選抜に合格した者。 



 22 

3.1.5  成績評価方法・基準 

成績評価は 100点満点での評価点を参考に、以下表にしたがい合否判定を行う。 

表 4 成績評価 

判定 評価点 成績 

合格 100点から 90点 5 

合格 89点から 80点 4 

合格 79点から 70点 3 

合格 69点から 60点 2 

不合格 59点から 1点 1 

不合格 0点 0 

 

一貫した成績評価を行い、教育の質を保証するため、以下の成績評価及び基準を設定する。 

• 科目ごとに成績評価 5 あるいは 4 にあたる「上位到達目標」、成績評価 3 あるいは 2 にあた

る「最低到達目標」という到達目標を設定し、これらに準拠した絶対評価を行う。各科目の到

達目標はシラバスで公開する。 

• 成績評価は原則として、授業の目的及び到達目標に則した複数の方法で行う。成績評価の

方法及び比率（「課題レポート 30%、発表 30%、試験 40%」等）はシラバスで公開する。 

3.1.6  修了要件 

  福知山経済事情含む基礎科目 3 科目以上を修了し、実践事業デザイン特論、実践事業創造特

論を修了すること（内訳は下表参照）。 

表 5 修了要件 

 

修了要件の最小総授業時間数（基礎科目 3 科目、実践事業デザイン特論、実践事業創造特論）

60時間（12時間×5科目）である。 

科目群 備考 

種別 

必修 
選択 

必修 
選択 

基礎科目（福知山経済事情）  ◯ ― ― 

基礎科目群（福知山経済事

情以外） 
4科目から選択 ― 2科目 ◯ 

実践事業デザイン特論 事例研究型科目 ◯ ― ― 

実践事業創造特論 PBL型科目 ◯ ― ― 
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3.1.7  担当講師 

 表 6に、本プログラムの授業担当講師一覧を示す。このほかに、「福知山経済事情」、「実践事業創

造特論」等では産業界、公共機関等からゲスト講師、アドバイザー講師等を招聘した。 

表 6 担当講師 

教員名 専任 実務家 当事業で担当する講義 学位・業績・経歴 

亀井 省吾 ◯ ◯ 

福知山経済事情、ベンチャ

ーファイナンス特論、実践事

業デザイン特論、実践事業

創造特論 

本学教授、博士（学術）、元東

京海上日動火災保険（株）勤

務、Venture Capital代表等 

板倉 宏昭  ◯ 地域マネジメント特論 

本学客員教授、博士（学術）、

東京都立産業技術大学院大学 

教授、元（株）日本 IBM勤務等 

三好 祐輔   ベンチャーファイナンス特論 

本学客員教授、経済学博士、

東京都立産業技術大学院大学 

教授 

城 裕昭  ◯ 

企業イノベーション特論、実

践事業デザイン特論、実践

事業創造特論 

本学北近畿地域連携機構連携

研究員、高千穂大学准教授、

元 SCSK勤務等  

鈴木 宏幸  ○ 

マーケティング特論、実践

事業デザイン特論、実践事

業創造特論 

本学北近畿地域連携機構連携

研究員、豊橋創造大学教授、

元 NTTデータ勤務等 

石丸 亜矢子  ○ 実践事業創造特論 

本学北近畿地域連携機構連携

研究員、接点株式会社 代表

取締役、元野村総研勤務等 

 

3.2  当教育プログラム運⽤状況 

3.2.1  オリエンテーション 

• 日時：2021/08/07（土） 13:00-16:00 

• 場所：Zoom実施 

• 受講生：22名 
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3.2.2  福知山経済事情 

• 日時：2021/08/18（水）,9/1（水）,15（水）,29（水）,10/13（水）,27（水）, 11/10（水）,11/24（水） 

18:30-20:00 

• 場所：Zoom実施  

• 受講生：22名 

活躍する行政、経営者、支援団体のマネジメントを講師に招き、オムニバス形式で広く福知山の経済 

事情を学ぶ。行政の政策や地域企業の戦略、スタートアップの現状と課題について学ぶ。 

令和３年度NEXT産業創造プログラム
オリエンテーション

〜つながりと集積から新たな価値創造に「挑戦」〜

福知⼭公⽴⼤学北近畿地域連携機構

令和３年度福知⼭市委託事業

「NEXTふくちやま産業創造事業」

⽇時：2021.8.7(⼟)13:00〜15:00

〔次第〕

l 開会挨拶：本学学⻑（北近畿地域連携機構⻑）

l 講義概要：⻲井教授（北近畿地域連携機構研究部⻑）

l LMS説明：城講師（北近畿地域連携機構連携研究員）

l ⾃⼰紹介：受講⽣

l 閉会挨拶：福知⼭市

福知山経済事情（必修）
Ø 講義概要
活躍する⾏政、起業された経営者、⽀援団体のマネジメントを講師に招き、
広く福知山の経済事情を学ぶ。各界マネジメントのパースペクティブから
捉えられた現状から、受講⽣各人が起業を考えるに当たり、どのような未
来を描き、どのような課題を解決していきたいのかを考えるヒントを得て
いくことを目的としている 。

Ø 各回講義予定
大学、⾏政、商⼯会議所、地域企業、⾦融機関経営者 ベンチャー企業
ほか

Ø 初回講師︓井⼝和起
公立大学法人福知山公立大学 理事⻑
福知山公立大学 学⻑
北近畿地域連携機構 機構⻑

地域マネジメント特論
Ø 講義概要
経営学を学ぶうえで、必要と考える考え方を解説し基本的理解に重点を置
く。経営に関する基本概念のうち、市場、組織及び地域を巡る基本的な考
え方を中⼼にまとめる。 事例を取り⼊れながら客観的に解説し、現実の地
域社会において経営学が果たす機能を具体的に理解する。

Ø 開講⽇程︓8/21,22,28＊,29（合計8コマ、12時間）＊オンデマンド実施

Ø 講師︓板倉宏昭
福知山公立大学 客員教授
東京都立産業技術大学院大学 産業技術研究科 教授
AIITスタートアップ・アクセラレーター研究所 所⻑

東京大学大学院先端学際⼯学専攻博⼠課程修了。博⼠（学
術）。マサチューセッツ⼯科大学（MIT）スローン経営大
学院修了。⽇本IBM勤務、⾹川大学大学院地域マネジメン
ト研究科 教授、同 研究科⻑等を経て現職。

ベンチャーファイナンス特論
Ø 講義概要
本講義の目標は、経営者の立場で必要なファイナンスの基礎を修得するこ
とである。企業が起業から事業成⻑する過程で、どのような資⾦調達⼿段
があり、資⾦提供を受けるにはどのような要件を満たす必要があるかを学
ぶ。企業評価の⼿法等コーポレート・ファイナンス領域においてアントレ
プレナーに有⽤なものについて学ぶ。

Ø 講師略歴︓三好祐輔
福知山公立大学 客員教授
東京都立産業技術大学院大学 産業技術研究科 教授

京都大学経済学研究科博⼠後期課程修了。博⼠（経済学）。
京都大学経済学研究科２１世紀ＣＯＥ研究員、佐賀大学経
済学部准教授、⾹川大学地域マネジメント研究科准教授を
経て現職。専⾨は、ファイナンス、法と経済学。

Ø 開講⽇程︓8/28,29,9/11,12（合計8コマ、12時間）

マーケティング特論
Ø 講義概要
デジタル時代の本格到来やグローバル化の進展など著しい環境変化が進む
今⽇、スタートアップにおいて顧客創造や事業創造を成功に導くマーケ
ティングは重要性が増している。本講義では、主にスタートアップに必要
なマーケティングの視点・分析・検討留意点・策定等について、基本と本
質を理解し、実際の課題解決に活⽤できる実践的な知識と習得を目指す。

Ø 講師︓鈴⽊宏幸
福知山公立大学 北近畿地域連携機構 連携研究員
豊橋創造大学経営学科 教授、中⼩企業診断⼠。
AIITスタートアップ・アクセラレーター研究所 運営委員

東京都立産業技術大学院大学産業技術研究科修了。
NTTデータユニバーシティ勤務を経て現職。
専⾨は、新規事業戦略、ビジネスモデル

Ø 開講⽇程︓9/4,5,11,12（合計8コマ、12時間）

実践事業デザイン特論
Ø 講義概要
先端的な事業開発の事例（ケース）をチーム検討する。授業前半は、事例
を理解することを通じて、その業界における課題を認識し、その課題に挑
む事業マネジメントを擬似経験する。後半は、課題を克服する事業モデル
をチームで構築し、結果をプレゼンテーションする。

Ø 講師︓⻲井省吾
福知山公立大学 地域経営学部 教授
東京都立産業技術大学院大学 客員教授
多摩大学大学院 経営情報学研究科 客員教授

中央大学総合政策研究科博⼠後期課程修了。博⼠（学術）。
東京海上⽕災保険（株）勤務、ベンチャーキャピタル代表
産業技術大学院大学特任教授を経て現職。本学講義「グ
ローバルビジネス」「地域ベンチャー育成論」など担当。

Ø 開講⽇程︓10/16,23,30,11/6（合計8コマ、12時間）
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3.2.3  地域マネジメント特論 

• 日時：2021/08/21（土）,22（日）,28（土）*,29（日） 12:50-16:00 

• 場所：Zoom実施 

• 受講生：9名 

• *オンデマンドにて実施 

経営学に関する基本的な概念を理解し、経営や地域ビジネスに関する関⼼を深める。経営学と地域

ビジネスに関わる基本的な考え⽅を検討することで、これらの理論が、実務においてどのように有効

か、実務に照らして検証する。 
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3.2.4  マーケティング特論 

• 日時：2021/09/04（土）,05（日）,11（土）,12（日） 08:50-12:00 

• 場所：Zoom実施 

• 受講生：14名 

スタートアップに必要なマーケティングの視点・分析・検討留意点・策定等について、実際の課題解

決に活用できる実践的な知見の修得を⽬指す。顧客視点に基づき、事業環境分析やマーケティン

グ戦略をデザインすることを事例やミニケースも活用しながら学ぶ。加えて、最新のデジタルマーケ

ティングについて入門的な理解を図る。 
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3.2.5  ベンチャーファイナンス特論 

• 日時：2021/08/28（土）,29（日）08:50-12:00, 9/11（土）,12（日）12:50-16:00 

• 場所：Zoom実施 

• 受講生：11名 

企業が起業から事業成⻑する過程で、どのような資⾦調達⼿段があり、資⾦提供を受けるにはどの

ような要件を満たす必要があるかを学ぶ。本講義ではアントレプレナー・ファイナンスにおける様々な

論点を概観し、基礎的素養を習得することを⽬的とする。 
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3.2.6  企業イノベーション特論 

• 日時：2021/08/21（土）,22（日）08:50-12:00,9/04（土）,05（日）12:50-16:00 

• 場所：Zoom実施 

• 受講生：12名 

イノベーションの本質を理解するには、自社が持つヒト･モノ･カネ･情報などの経営資源や知的資産

など知財も合わせ、現状を理解しながら実際に絵を描いていくことが重要である。新しい知識を増や

しながら、ツールやフレームワークを活用して、イノベーションしていくための道筋を探っていく。 
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3.2.7  実践事業デザイン特論 

• 日時：2021/10/16（土）,23（土）,30（土）12:50-16:00,11/6（土）08:50-12:00 

• 場所：Zoom実施 

• 受講生 20名 

先端的な事業開発の事例（ケース）を研究する。事例を理解することを通じて、その業界における課

題を認識し、その課題に挑む事業マネジメントを擬似経験する。どのような課題があるかを明確にし

た上で、ソリューション（解）をチームで発案、検討し、結果をプレゼンテーションする。 
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3.2.8  実践事業創造特論 

• 日時：2021/11/21（日）,12/18（土）,2022/01/08（土）,02/05（土）12:50-16:00 

• 場所：福知山公立大学 2号館 1F教室、Zoom実施 

• 受講生 20名 

プログラム最終段階として、現実の課題に対する課題解決やソリューションを具現化すべく事業開発

のプロジェクトを実⾏する。知識・スキルの活⽤経験を蓄積し、実際に活⽤できるように錬成を重ねる

ために、 PBL型の演習授業を⾏う。 
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3.2.9  プログラム運⽤結果 

 本プログラム科目の履修状況は以下表 7 のとおり、基礎科目においては、受講生全員 22 名が必

修にて受講する福知山経済事情以外の選択必修 4 科目について、1 科目平均約 12 名が受講し、

必修選択 2科目に合格した 20名が事例研究型である実践事業デザイン特論に進んだ。更に、実践

事業デザイン特論に合格した 20 名の内、全員が PBL 型科目である実践事業創造特論に進み、最

終的に 20 名が本プログラムを修了した。授業評価アンケートによると、対象外の実践事業創造特論

以外の 6 科目は、5 段階評価で 4.72 の評価平均を得ている。尚、担当講師には結果をフィードバッ

PBL Element Process

1.
発想

2.
初期調査

3. 
討議

4.
仮説

5.

6.
検証

7.
結論

8.
評価

9.
発表

10.
振り返り

11 / 21 12 / 18 2 / 5

出典：亀井省吾、小山裕司、戸沢義夫、酒森潔「PBLフィードバック・ループ形成と

学習人材の多様性 －専門職大学院での社会人学び直し事業からの知見」
情報処理学会 情報教育シンポジウム SSS2016予稿集掲載図を加工

1 / 8 3 / 5
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クしつつ、講義内容の一層の改善を促している。  

 

表 7 平成 30年度プログラム受講者の集計 

 履修者数 授業評価 合格者 

福知山経済事情 22 4.68 20 

地域マネジメント特論 9 4.73 8 

マーケティング特論 14 4.60 13 

ベンチャーファイナンス特論 11 4.87 11 

企業イノベーション特論 12 4.82 12 

実践事業デザイン特論 20 4.61 20 

実践事業創造特論 20 - 20 

                   

3.2.10  PBL 成果報告会 

令和 3年度実践事業創造特論のチーム構成は、テーマ別に 9チーム。各チームの進捗について

は、担当講師によるコアミーティングの他、産業界からアドバイザーやコンサルタントを招聘し、レビュ

ーを実施、意見交換を行った。なお、令和 4年 3月 5日には、Zoomにて PBL成果報告会を実施し

た。 

表 8 令和 3年度 PBL 

 人数 タイトル 

Aチーム 2名 地産地消キッチン 「D1 cafe」 ～福知山から生み出すお米の未来～ 

Bチーム 4名 福知山産キキョウを活用した石鹸で、健康肌づくりを全国へ 

Cチーム 2名 樹上完熟三和ぶどうジュース ～農家が取り組む SOGs～ 

Dチーム 1名 「ZuT（ずっと）溶けにくいアイスクリーム」がつなぐ栄養支援のかけ橋 

Eチーム 3名 事業承継・創業・移任の「三位一体策」～地域ぐるみで人を呼び込む～ 

Fチーム 3名 「NEXTE 福知山」 ～NEXT 修了生による学びの実践を通じた地域エコ

システム構築～ 

Gチーム 2名 「中小運送会社 DX」による新規事業展開 ～アナログ人海戦術から脱

却して生産性を向上する～ 

Hチーム 1名 廃棄物を資源に変える ～サステナブルプロダクトによる地域エコシスラ

ム創造に向けて～ 

Iチーム 4名 親子の可能性を共有する事業 ～廃校を活用した福知山の人財を育む

場づくり～ 
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3.2.11  PBL 成果報告会及び修了式次第 

• 日時：2021/03/05（土） 13:00-16:00 

• 場所： Zoom 

• 参加者数：65名 

• スケジュール 

13:00-13:05 開会挨拶 井口 和起 氏（福知山公立大学 学長) 

13:05-13:15 プログラム及び成果発表概要説明  亀井 省吾 氏（福知山公立大学 教授） 

13:15-14:55 成果発表 

15:05-15:25 講評コメント 前川 二郎 氏（福知山市 副市長） 

西山 周三 氏（福知山産業支援センター センター長） 

板倉 宏昭 氏（東京都立産業技術大学院大学 教授） 

   15:25-15:50 プログラム受講生修了式 

    15:50-15:55 総括 亀井 省吾 氏（福知山公立大学 教授） 

15:55-16:00 閉会挨拶 大橋 一夫 氏（福知山市 市長） 

 

 

 
＊撮影時のみマスクを外しています 

 

 

 

 

 

 


